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学番78 新潟県立海洋高等学校平成29年度シラバス（水産海洋科学）
教科(科目) 水産(水産海洋科学) 単位数 ２単位 学年(ｺｰｽ) ３学年(海洋技術コース)

使用教科書 海文堂出版株式会社発行 『水産と海洋の科学』

副教材等 水産白書、海洋白書

１ 学習目標
水産や海洋の各分野における知識と技術を習得させ、水産や海洋に関する諸課題について科学的

に探究するとともに、水産業及び海洋関連産業の充実を図る能力と態度を育てる。

２ 指導の重点
①水産や海洋に関して横断的に学習し、次代の水産業や海洋関連産業を担う幅広い知識と技術を

身に付けさせます。

②水産や海洋に関する諸課題について、科学的に探究する態度を育成するとともに、これらを活

用して水産業や海洋関連産業の活性化を図り、産業の充実を図る能力と態度を育てます。

３ 学習計画
月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

４ ○海洋と生活 ○海洋の知識 ○天候や気象、海流や地形 11 ○授業への取組

及び海洋環境等による漁場

や多様な生物及び生態系に ○提出物の内容

関する知識を習得する。 および期限順守

○水産資源の育成と漁業 ○乱獲や混獲等による水産

資源への漁獲負荷を軽減す ○定期考査

る方策や合理的な漁業の方

５ （30日航海実習） 法について、国際的な連携 ○確認テスト

や役割と関連させて理解す

る。 ○自己評価

○水産物の需給と流通 ○国内外の水産物需要及び

その流通に関する知識を習

(１学期中間考査) 得する。

６ ○食品としての水産物 ○水産物の特性や栄養、貯 11

蔵法、加工法のほか、新し

い製造法についても取り扱

い、魚食文化や食育につい

て理解する。

、 、 、○船の役割 ○漁業 海運業 レジャー

調査等で使用されている船

。舶の概要について理解する

７ ○水産業と海洋関連産業 ○食料基幹産業としての水

産業の役割など、国際的な

視点で理解させ、水産業や

海洋関連産業の活性化に貢

(１学期期末考査) 献できる知識を習得する。

９ ○海洋の科学 ○海洋の地形と海水の組 ○海底地形や海水の組成に 15

成 ついて、関連産業と関連さ

せて理解する。

10 ○海洋と生命 ○海洋生物の生態系におけ

る役割や生態的地位等につ

いて、採集や観察、実験・

(２学期中間考査) 実習を通して理解する。

11 ○海洋と気象 ○海流の特徴や水温等の海 15
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洋環境が気象や気候に与え

る影響について理解する。

、○海洋の資源・エネルギ ○海洋深層水や海底の資源

ー 波力、風力、潮力等を利用

したエネルギーの利用につ

いて理解する。

○深海の世界 ○水圧実験や深海生物の観

察等を通して、深海の環境

と生物、深海開発の歴史や

12 (２学期期末考査) 現状について理解する。

１ ○海洋と環境問題 ○環境保全や環境改善、環 12

境問題について、それぞれ

の地域の取り組みを理解す

る。

○海洋の新しい展 ○海洋の新たな活用 ○６次産業化の概要と活動

開 事例をもとに、これからの

水産業のあり方を考える。

○水産物の高度利用 ○魚介類のさらなる有効利

用のために、どのような方

２ 策が必要か考える。

○海洋に関する探 ○探求活動の進め方 ○学習した内容について、

求活動 ○探求活動のテーマ 要点をまとめ発表資料の作

(学年末考査) 成を行い、発表する。

計 64 時間(55分授業)

４ 課題・提出物等
○各単元および実習ごとに課題等の提出を指示することがあります。

５ 評価規準と評価方法

評価は次の４観点から行います。

関心・意欲・態度 思考･判断・表現 技能 知識・理解

水産や海洋に関心を持 科学的な視点から探 水産業及び海洋関連 水産業及び海洋関連

ち、より広範囲で高度な 究心を持って水産や海 産業や環境、資源に関 産業や環境、資源に関

内容を探究心を持って自 洋全般を捉え、環境問 する課題について、科 する知識を身に付け、

ら学び、主体的に取り組 題や資源管理等の課題 学的にとらえて、発表 それらの実態や課題を

む態度を身に付けている について考え、発表す 資料としてまとめるこ 理解している。。

ることができる。 とができる。

以上の観点を踏まえ、

○授業への取組(授業態度、出席状況、発表、学習活動への参加状況など）

○課題等の提出物(内容および期限の順守)

○定期考査

○確認テスト

○自己評価

などから、総合的に判断します。

６ 担当者からの一言
この科目は「水産海洋基礎」の学習を基礎とし、水産や海洋全般を捉え、環境問題や資源管理等

について、より広範囲で高度な内容について学ぶことをねらいとしています。

（担当：久保田 和平）


